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研究成果の概要（和文）： 
本研究ではベトナムの日本語教育環境の基盤整備のための日本語教育の研究と教育ソフ

トの開発を行った。具体的には１）ベトナム人向けの日本語教育文法の研究と日本語学習
教材化、２）日本語-ベトナム語の機械翻訳システムの開発、３）ベトナム人向け日本語学
習辞典の開発を目指す。 
１）については日本語と大きく異なるベトナム語の修飾句の研究を行い、ベトナム人の

誤用分析と習得のための提案を行った。２）については、統計翻訳を用いて工学テキスト
の日越翻訳システムを開発、公開した。３）については、（旧）日本語能力試験出題語彙を
見出し語としたオンライン辞書を開発、公開した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, I developed educational software for Japanese language education and 
conducted a research for an infrastructure development of the Japanese educational 
environment in Vietnam. In detail, 1) Japanese language study for teaching Japanese to 
Vietnamese, 2) Japanese - Vietnamese machine translation system development, and 3) 
Developing the Japanese-Vietnamese dictionary for learning Japanese. 
 As for 1), I made a study of modifiers which is different from Japanese and Vietnamese 
based on the error analysis of Vietnamese Japanese learners, and we proposed how to learn 
those modifiers. Also, in 2), we proposed the system of Vietnam text translation system in 
engineering field using statistical machine translation. In 3), I developed an online 
dictionary of Japanese- Vietnamese which is composed of about 9,000 entry words in the 
list of Japanese Language Proficiency Test. 
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研究分野：日本語教育 



科研費の分科・細目：若手研究（Ａ） 
キーワード：ベトナム語、名詞句習得、日本語教育、理工系専門用語、統計的機械翻訳、自然

言語処理 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年ベトナム人日本語学習者は急増して
いるが、あまりにも急速な日本語ニーズの
高まりに,日本語だけではなく,日本語教育
インフラも追いついていない.そのためベ
トナム人のための日本語教育に必要な辞書、
教授法、教材、また教員不足を補うための
WEB での日本語教育支援ツールの開発が
求められていた。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では日本語教育文法の研究
と辞書・翻訳システムの開発を行った。 
 
３．研究の方法 
 教育文法の研究については、特にベトナム
語と日本語で大きく異なる修飾句の研究を、
誤用分析によって行った。 
 辞書の開発については、ベトナム国家大学
ハノイ外国語大学の協力のもとで、大規模な
オンライン日本語学習辞典を開発すること
にした。 
 翻訳システムについては、長岡技術科学大
学の自然言語書類研究者との連携のもと、統
計翻訳を用いた翻訳システム開発を行った。 
 
４．研究成果 
 教育文法については、誤用分析により、ベ
トナム人が他の母語話者に比べて名詞句の
誤用を引き起こしやすいこと、その原因とし
ては、元々の言語構造に漢語という異なる文
法体系の語彙が入っていることで、母語干渉
が起こりやすいことを明らかにした。そのた
め、「の」の意味の広さを意識させたり、「の」
「な」の混同が起こらないような指導が必要
であることを示した。 
 辞書については、ベトナム人学習者にユー
ザビリティ評価をしてもらったところ、中
級・上級学習者には非常に有用であると評価
された。 
 翻訳システムについては、工学テキスト翻
訳については精度が 0.23（BLEU）と小規模コ
ーパスとしては比較的高い精度を示すこと
に成功した。また、ユーザビリティ評価は、
初級レベルの学習者に非常に好評であった
が、上級レベルの学習者は翻訳ミスが多いた
め、評価は低くとどまった。 
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